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図７ 相互作用図 
 
成をする際の意識の変容にも影響されたと考えられ
る。また、保育者は多様な遊びの保障、自発的発展
性コーナーの大切さ、本格的ごっこ遊びコーナーの
魅力を感じ、保育者主導的な遊びから子どもが自発
的に遊びを展開する環境構成、子どもの発達に即し
た環境を構成することにおいて意識するようになっ
たと考えられる。 
河邉(2001)[2]は「全ての保育行為は保育者が子ど
もをどう理解するかからはじまる」と述べ、子ども理解
を保育の専門性に挙げている。また秋田(2011)[3]ら
は保育の質における保育構造の質が及ぼす影響に
ついて、保育者一人に対する子どもの数の比率が
低いと保育過程の質が高くなることを示している。 
そしてその一要因として、「保育者一人あたりの園
児数が少なければ、保育者はより敏感に適切に対
応でき、それに応じた保育環境や保育内容を提供
できる」と述べている。本研究では環境構成の変化
によって保育者の周りにいる子どもの数が減ることに
より、子ども理解をする行為や応答的なかかわりが
見られた。そして環境を構成する主体者として保育
者は子どもが自発的に遊べる環境を用意することの
大切さを実感した。子どもの発達を考慮し、子どもが
興味の対象に集中でき、自発的に遊べる環境構成
をすることで、保育者の周りにいる子どもの人数を少
なくしたことは、保育構造の質や専門性の向上にも
繫がったと考えられる。 
4.3 おわりに 
 本研究は環境構成変更後、一日だけの調査に留
まったが、環境が新しく変わったことに関する子ども
と保育者の動きと意識における変容が見て取れた。
一方で新しい環境に慣れてきた時に保育者と環境と
の相互作用がどうなるか、すなわち子どもの姿を振り
返り、次の援助の方向性を見定め環境を再構成する
意識の変容について継続的に調査をし、明らかに
することを今後の課題としていきたい。 
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